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○小関勝助議長 休憩前に復し、午前に引き続き

会議を再開いたします。 

 なお、佐藤孝博生涯スポーツ課長が早退した

ため、渡部和裕生涯スポーツ課補佐が出席して

おりますので、ご報告いたします。 

 それでは、市政一般に関する質問を続行いた

します。 

 

 

 町田義昭議員の質問 

 

 

○小関勝助議長 次に、順位８番、議席番号10番、

町田義昭議員。 

  （10番町田義昭議員登壇） 

○１０番 町田義昭議員 きょうは、暦の上で啓

蟄ということだそうでございます。土の中に潜

っておった万物が顔を出し始めるということの

ようで、春の足音は間違いなく一歩一歩近づい

ているなと、そんな感じでございます。午後一

番でございますけども、傍聴者の皆さんがいな

くなりましたので、楽な気持ちで質問できると

いう感じでございます。 

 私の質問は、大きなテーマが２つございます。

市長並びに教育長に答弁お願いしていますので、

よろしくご面倒いただきたいなと、そんなよう

に思います。 

 長井市のまちづくりが後世に負担の少ないこ

とを願いながら、質問をさせていただきます。

この冬は今までになく興味と関心を持って過ご

させていただきました。それはなぜかと申しま

すと今年の元日は、一日中雨模様の天候であり

ました。私も68年間生かさせていただきました

が、雪による悪天候はありましたが、雨だけと

いうのは記憶にございませんでした。 

 東日本大震災後の世界、とりわけ日本を取り

巻く気象、自然環境は顕著に異変が生じている

と感じております。先般、平野地区の新春放談

会におきまして九野本の新野神主さんとお会い

しましたので、元日の一日中の雨はどうなんで

しょうねというお話をさせていただきました。

その答えは、私も同じような年代生きましたけ

れども、このような状況は私の記憶にもありま

せんという答えが返ってまいりました。この冬

は１メートルに届かない積雪で過ごしやすい冬

であったんだろうなと一般的には思います。し

かし、寒の前半は３回雨が降っております。寒

中の雨は降らないのが普通であります。後半に

はマイナス10度以下の日が例年よりもはるかに

多かったのではないかと思っております。そし

て例年なら３月に発生する日本列島の気圧配置

が２回も２月に発生してしまいました。その結

果、無雪地帯を襲った想定外の雪は、住民生活

を危険にさらし、交通網を寸断し甚大な被害を

もたらしたことはご案内のとおりでございます。

この先大きな事故、そして災害がないことを願

うばかりでございます。 

 大きな１点目の質問でございますけども、定

住自立圏構想についてでございます。 

 26年度施政方針の中から見えるものは数年前

までの行財政改革に明け暮れた事業の展開は、

もはや過去のものになりつつあります。財政状

況も普通の自治体に戻りましたというお話を事

あるごとに聞かせていただいている市民の皆さ

んは、我慢からようやく開放された幸せ感でい

っぱいなのではないでしょうか。今年度から10

年間のまちづくりの方向を示す、第５次総合計

画は市民が幸せに暮らせるまちを達成するにふ

さわしい、中身の濃いものになっていると思い

ます。少し欲を言わせていただければ総務省で

示す定住自立圏構想の推進を10年間のまちづく

りの計画の中に組み入れていただければさらに

よかったのではないかと思う一人でございます。 

 平成の市町村合併は全国3,000以上の自治体

が1,740と半減となりました。その後、示され

たのがこの構想でございます。簡単に申します



 

―１３７― 

と中心部の都市機能と周辺市町村の産業活動、

自然環境、生活圏の拡大、そして質の向上など

それぞれの特色を生かし役割を分担し圏域全体

で必要な生活機能を確保しながら、人口定住を

促進する政策でございます。本県では山形を中

心とする５市町と鶴岡を中心とする３市町で協

定が結ばれていると聞いております。また人口

４万人以上の都市を中心にするという条件があ

り、置賜ではその条件を満たすのは米沢市だけ

となっております。市長は、これまで置賜全体

での推進は難しい。ただし飯豊町、白鷹町との

交流は可能と思われる。ただし人口４万人以上

と規制がありますので、その緩和など総務省に

求めていくと説明されたことを記憶をしており

ます。しかし、その後明確な発言はされており

ません。今後10年間のまちづくりには不可欠な

構想であると考えております。置賜全体、ある

いは近隣になるかは別にしまして、幸せに暮ら

せるまちづくりを掲げる本市といたしましての

発信の糸口を積極的に行動に移す必要があると

考えますが、市長の見解をお伺いいたします。

第５次総に対しては総じて理解をしております

が、強いて言えば行財政改革と広域的なまちづ

くりが、あたかも終了したかのように感じを受

け、加えて本市の政策が単一自治体による完結

型に向かっているように思えております。この

ことが気にかかっているところでございます。

行財政改革は自治体の永久課題でありますし、

少子、高齢、長寿、そして経済停滞社会におい

ての自治体の活力は、自立を基本としながら他

力あるいは周りの自治体の活用による行政効率、

質の向上もあわせて目指す必要があると思いま

す。現在の置賜３市５町のまちづくりに感じる

ことは自治体ごとに自立、自主を基本とし切磋

琢磨されていることに敬意を表するわけであり

ますが、広い視野で時代を先取りした発想も欲

しいと考えますが、市長の見解をお伺いいたし

ます。 

 次に、25年度の補正予算で西根、豊田小学校

の大規模改修事業費５億229万4,000円が計上さ

れました。28日の予算委員会で既に審議された

わけでありますが、少し質問をさせていただき

ます。施政方針の中ではエアコンの設置とトイ

レの洋式化については二、三年の間に全ての小

学校に設置を目指しておりますとあります。正

直申し上げましてびっくりしておりますが、教

育方針がいとも簡単に変えられてしまうという

ことでございます。教育環境整備については年

次計画において進めていくと説明を受けており

ます。２年前までは猛暑対策として扇風機をふ

やしたらいかがですかと強く提言してまいりま

したが、明言をいただきながら全て一蹴されて

きました。ましてや教室のエアコンについては

考えにくいと説明を受けてまいった記憶がござ

います。しかし、今回のエアコン設置には私の

望むところでありますが、二、三確認をさせて

いただきたいと思います。まず県内学校のエア

コンの設置の状況と県教育委員会の考え方、あ

わせて本市の教育委員会の中で十分な意見の集

約ができているか教育長の見解をお伺いいたし

ます。また、大規模改修は中期にわたる計画で

あります。しかし、エアコン設置は二、三年と

極めて短期間の事業でありますので、しっかり

した事業計画のもとで行う必要があると考えま

すが、市長の見解をお伺いいたします。加えて

設置完了まで早い遅いの差が生ずることは確か

でありますので、児童生徒はもちろんでありま

すが、保護者の理解も十分得る必要があると思

いますが、教育長の見解をお伺いいたします。 

 これで私の質問を終わりますが、答弁につき

ましては長い答弁は私は歓迎しておりませんの

で、ごく短くお願いをしたいと、そして再質問

によってやりとりをさせていただきたいと、こ

のように思います。ご清聴ありがとうございま

した。（拍手） 

○小関勝助議長 内谷重治市長。 
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○内谷重治市長 町田議員のご質問にお答えいた

します。 

 まず第１点目の定住自立圏構想についてでご

ざいますが、現状認識と必要性ということでお

答え申し上げたいというふうに思います。 

 人口減少社会の中で地方ほど行財政運営はま

すます厳しくなっております。このため広域行

政の考え方は非常に重要だというふうに思いま

す。人口減少は、近隣自治体でも同じように予

見された問題でありまして、個々の自治体で行

うことで運営に限界があるだろうというふうに

思います。 

 置賜３市５町で見てみますと、2010年で22万

6,989名が30年後、今から26年後ということで

すが、2040年には15万6,405名、西置賜１市３

町見てみますと、2010年が６万1,592名でした

が、2040年には３万9,467名になるというふう

に予測が出ているところです。長井市は、西置

賜地域の中心市として役割を担っていかなけれ

ばならないと考えています。 

 国は、人口減少等によって生じてくる社会変

化の中で一つの自治体のみでは解決できない課

題に対応するため近隣の市町村が協力して自立

を図る定住自立圏構想を提唱しています。これ

は町田議員ご指摘のとおりでございます。定住

自立圏構想は、中心市の都市機能と周辺市町村

の農林水産業、自然、文化などの魅力を活用し

て圏域全体で必要な生活機能を確保して人口定

住を促すものでございます。現在長井市では、

対象要件を満たしておりませんが、既に観光分

野では置賜一円で連携して取り組んだり広域で

病院運営したり、広域連携は今後のまちづくり

に不可欠な視点となっております。案件によっ

ては複数の自治体で広域連携し、役割を分担し、

地域経済の規模拡大と各種サービス機能の最適

配置を考えていく必要もあるんではないかと思

います。 

 次に、第５次総合計画との関連でございます

が、第５次総合計画では基本計画８の２、行政

運営分野において目指す姿を効率的な行政運営

と広域行政連携と掲げ、広域行政の考え方は国

が提唱する定住自立圏構想に基づき隣接する自

治体と連携しながら一つの自治体では解決でき

ない課題に対応していきますというふうに締め

させていただいております。行財政改革推進委

員会のほうもつい先ごろ委員会を開催いたしま

して、これからの行財政改革のあり方として今

までの量的な行財政改革から質的なものの変化

を求めていきたいということで、具体的には協

働のまちづくりということで言葉だけがひとり

歩きしておりますが、それと地域づくり、それ

ぞれの各６地区の地域計画を市民の皆様と一緒

になってつくっていくと。その際に行革の考え

方を市民の皆様にも理解いただいて、そして地

域でできる行革ということも考えていかなけれ

ばいけないんではないかということを私のほう

から申し上げたところでございますが、今後、

行革委員会の皆様からいろいろご提言などいた

だいて、平成23年度に策定した現在生きている

行財政改革推進計画といいますか、それに基づ

いて努力していきたいと思います。 

 今後の方向ですが、主要事業の目標としては

広域連携による施策展開の増加を掲げていると

ころです。具体的な内容として、中心市の都市

機能と周辺市町村の農林業、自然、文化などの

魅力を活用して域圏全体で必要な生活機能を確

保して人口定住を促す定住自立圏構想を西置賜

広域で目指し、該当となるよう要件緩和措置を

関係機関に要望してまいります。案件によって

は複数の自治体で広域連携し、役割を分担し、

地域経済の規模拡大と各種サービス機能の最適

配置を考えてまいります。今後は、それぞれの

自治体がフルセットで持つのではなく、県や隣

接する市町と連携しながら働く場の創出や生活

サービス改善等定住人口増加策に集中して投資

し、圏域で連携して正のスパイラルへ転換させ
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ていくことも重要な方策だと考えているところ

でございます。 

 なお、町田議員からございました長井市の政

策が単一自治体による完結型に向かっていると

いうふうに思えて気にかかるということでござ

いますが、これについては私としては、やはり

長井市のまちづくり、行政運営が周りの市町村

から評価してもらえるようなまずは、長井市の

行財政改革の中で遅れている部分がかなりござ

います。この間も少年議会で飯豊町のいいです

ね条例みたいに長井市がやるべきだと、おばさ

んも母親も言ってる。長井市は遅れてるという

ことを子供たちの目から見てそういうふうな提

言がございました。それ以外だけじゃなくて、

やっぱり長井市はぼろぼろなまちだということ

を、広域合併をお願いするときに私としては、

市長としては非常に傷つきました。周りのまち

は長井市を相手にしてないと、こういうこと言

われてますので、まずは長井市のできる部分の

ところも一生懸命やることも必要なんじゃない

かと。その中で必要なところは広域も当然力を

合わせてやっていかなきゃいけないというふう

に思っております。 

 次に、大きな質問の２点目、私のほうからは

小中学校のエアコン設置についてで大規模改修

との整合性についてお答え申し上げます。 

 大規模改修計画等は、教育振興計画でもお示

ししておりますが、平成26年度は西根小学校、

豊田小学校の大規模改修工事に伴い、２校の全

教室にエアコンを設置していく予定ですが、設

置されていないほかの小中学校との不公平感を

最小限に抑えるためにも平成26年度、この４月

と平成27年度、来年の４月からの２年間で優先

的に設置してまいりたいと思います。 

 大規模改修工事のメニューも空調設備の項目

が文部科学省の補助事業メニューとしてあるこ

とから、こうしたメニューを活用しながら、や

はり早急に小学校６校、中学校２校について整

備しなければならないというふうに考えている

ところでございます。私のほうから以上です。 

○小関勝助議長 加藤芳秀教育長。 

○加藤芳秀教育長 町田義昭議員のご質問にお答

えいたします。 

 私のほうには、小中学校のエアコンの設置に

ついて、そして県内学校のエアコンの設置状況

等についての質問にお答えいたします。 

 冷房設備の設置状況でありますが、置賜管内

の場合は普通教室への設置についてはそう多く

はございません。米沢市は、一部鉄骨の校舎が

高温になることから該当する３校に設置してお

りますが、他は基本的に設置しておりません。

南陽市は、新築となった宮内中学校を除きほか

には設置がございません。高畠町は、普通教室

の設置はございませんが、平成28年度に統合中

学校を開校予定で、その際に校舎棟の全室に設

置の予定でございます。川西町、小国町、白鷹

町、飯豊町にも普通教室には現在設置しており

ません。なお、飯豊町は、平成26年度以降の改

築予定校である飯豊第一小学校に全教室に設置

予定だというふうに聞いております。 

 そのほか特別教室については、米沢市は、音

楽室38％、コンピューター室77％、図書室21％、

管理諸室は職員室100％、事務室58％、校長室

36％、保健室32％、調理師の休憩室100％の設

置状況でございます。なお、保健室については、

26年度に未設置の学校へ整備を図る予定だと聞

いております。南陽市は、全校の職員室、保健

室に設置済みでございます。高畠町は、小学校

６校全部の職員室、保健室に設置済みであり、

コンピューター室、図書室は６校中１校に設置

済みとなっております。川西町は、職員室は全

校設置済み、保健室、特別教室は一部設置済み

となっております。小国町は、コンピューター

室、保健室は全校設置済み、小国中のみ理科室、

会議室に設置済みとなっているということでご

ざいます。ことしの４月の開校予定の小国小学
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校は、基本的に普通教室には設置しないが、コ

ンピューター室、保健室に加えて管理部門であ

る校長室、事務室、会議室に設置予定だという

ことであります。白鷹町は、コンピューター室、

保健室は全校設置済み、職員室は一部校に設置

済みというふうになっております。飯豊町につ

いては、職員室、校長室、保健室に設置済みと

なっております。 

 置賜の状況申し上げましたが、長井市が小中

学校普通教室にも設置となれば本当に先進的な

取り組みでないのかなというふうに考えている

ところであります。 

 また、エアコン等の設置に関しては、国の補

助メニューにございますが、国、県から整備等

について耐震化のように進めなさいというそう

いうものではございません。ただ、私自身ここ

数年続いた猛暑、それから残暑の厳しさには本

当に我慢の限界を超えているものでないかなと、

そんなふうに認識しておりまして、何とかした

いものだなというふうに考えておりました。熱

中症の予防や子供たちの健康上の配慮から教育

委員会としても早急に改善すべきであるという

ふうに考え、大規模改修の際には検討していき

たいというふうに考えてございました。早期に

公平性を欠かないためにもということで２年以

内に実施するという本当にご無理をお願いする

計画ではありますが、何とかご了解いただいて、

今後の子供たちの学習状況の改善に資するもの

と思われますので、ぜひかなえていただければ

というふうに考えております。 

 また、保護者の理解も必要ということについ

て申し上げます。 

 西根小学校、豊田小学校の大規模改修工事は、

空調設備だけでなく、屋上の防水工事、外壁、

内壁、床、天井、建具、機械設備、衛生設備な

ど多岐にわたる改修工事を実施し、工期も年末

までかかることから、実際エアコンの稼働は27

年度からになるものと思われます。翌年度設置

される学校との差はそのことで狭まるものとは

思われますが、状況によっては遅くなる場合も

考えられますので、その際でも１年以内のタイ

ムラグで設置できるようにしてまいりたいとい

うふうに考えております。 

 なお、平成27年度に設置予定の学校の保護者

の方には説明する機会を設けながら意見をお伺

いし、ご理解いただけるようにしてまいりたい

というふうに考えております。私から以上でご

ざいます。 

○小関勝助議長 10番、町田義昭議員。 

○１０番 町田義昭議員 答弁をいただきまして、

ありがとうございます。 

 今、市長のほうからもこの定住自立圏構想と

いうものは平成の合併を終了したことによって

新たな構想として進めていかなければいけない

構想であるという答弁をいただいて、認識を新

たにしたところであります。具体的なものにつ

いては、特に観光などについてはもう前からそ

うした方向に向かっているというふうなことで

ございます。自分としては非常に直接市民にか

かわるようなことももう少し広げていっていた

だければいいなという事業が随所に見られるな

というふうに今認識しております。 

 長井市のいい事業なんですけども、それをも

っとこういう域圏でやっていただいたらさらに

市民の利便がよくなるとか、あるいは長井市の

経済的にプラスになるとか、そうしたものが見

えますので、私、具体的なものを今まで感じ取

ったものを申し上げていきますと、やはり市民

バスの運行などはそのいい例でございまして、

今回新たに５路線に拡大するというようなこと

で隅々まで届くようなコース体制をとるという

ことでありますけども、停留所方式であります

ので、これにもやっぱり100％ということには

ならないわけで、特に私たちは住んでるところ

が飯豊町さんの境でありますので、毎日めざみ

号が通るんですよね。やっぱりそういうバスを
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見る市民の方、地域民にとっては何で長井市が

そういうことができないんですかねという話も

大分前からお聞きしました。今回はもっと隅々

まで行くような体制をとられるようであります

けども、そういうものもやはり近隣の地域にと

っては飯豊町さんあるいは白鷹町さんとの交流

によってデマンドを利用させていただける地域

というものを該当させていくというような政策

もあってはいいのでないかなと、そのように今

考えております。 

 それからいまもう一つなんですけども、リフ

ォーム、新築に対して補助金を頂戴してるわけ

でありますけども、これもまた地域の産業の振

興というものに対して非常に寄与してるものの

一つでないかなと思っているんですけども、や

はり置賜１市２町、特に飯豊町と白鷹町、長井

市というのは非常に地域的あるいは昔からのつ

ながりで縁故関係なども非常に多いわけですね。

そうした場合において白鷹町の工務店さんに長

井市の人がしていただいても該当しないわけだ

ね。あるいは飯豊町さんの工務店さんに私は親

族でありますので、その業者に頼むしかないと、

やはり一生の大事業ですから、そうなった場合

に該当しないと、そういうものを少しでも取り

払ってエリアを広げていただければそうしたも

のが地域民のためになるし、産業の振興にもな

ったりというようなこともあるなと、そんなふ

うに今ちょっと２つほど感じているんですけど

も、市民の皆さんに言われたことでもあります

ので、その点について市長の考えをお伺いした

いと思います。 

○小関勝助議長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 町田議員おっしゃいますように、

広域でこういったところ、細かい市民生活に直

結するようなところが多々あるんだということ

改めて認識させていただきました。 

 リフォーム新築補助金については、長井市は

実は後発でして、そのときに言われてたのは市

内の業者さんからは我々は白鷹町に行くとその

分を白鷹町の業者さんは補助金が出ると。我々

の場合、受けた場合、出ないので、その分安く

してると、こういうことでやってきたんで助か

ると、こう言われてるものですから、まずそろ

そろ定着しましたんで、今度声をかけて、白鷹

町、飯豊町、少なくとも長井市の１市２町ぐら

いは、じゃあ、その枠を取っ払うかと、こうい

うふうなこともぜひ声をかけていきたいと思い

ます。 

 あと例えば前から言われてたのは、公共事業

などの建設業界のほうの話ですと、いわゆる条

件つき一般競争入札ということで、条件という

のは市内、その町とか市に本社とか支社がある

ところということにしてます。それを取っ払い

たいということもできるんでしょうけども、そ

うしますと、長井にいっぱい大きいのがあるん

で、小さいまちはなかなか大変になるというこ

ともあるのかもしれません。なお、そういった

ところはデマンド交通、市民バスも含め、ある

いは除雪なんかもあると思うんですね。県と

我々市もやってますし、町も県と協定はしてる

んですね。町と市の境のところとかできればま

ちで一緒にやってもらったほうがいいんですけ

ども、ここの境から隣町だというとぴたっとや

めるわけですね。そういうところなども広域で

考えていくところが多々あるかというふうに思

いますんで、ぜひこういった企画レベルでの１

市３町での企画調整課の会というのをつくって

おります。これはもう３年前からしてるんです

が、こういったところを皮切りにぜひ検討して

いかなきゃいけないと思います。ありがとうご

ざいました。 

○小関勝助議長 10番、町田義昭議員。 

○１０番 町田義昭議員 やはり今、市長が申さ

れたように、大きな企画というものから入って

いくというものもこれは必要なことかもしれま

せんけども、直接市民に直結した部分から入り
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込んでいくというものも大切な切り口でないの

かなと、そんなふうに思った次第で、ぜひそう

した行動を広げていっていただきたいなと、そ

のように思います。 

 先ほど市長が内向きの行政になっているとい

う指摘受けるんですが、決してそうでないとい

うふうなお話があったわけでございますけども、

それは長井市が周りからどんなことを言われよ

うとも私は長井を愛して信じておる一人でござ

いますので、言われれば言われるほど燃えてく

るというか、やはりそこを改善していこうとか、

いろんなものがこれ言われるんじゃなくて指摘

をされてるというふうに捉えればそんなに悲し

くないわけでございまして、ただ少し気になる

ところがありますのは、今も市長が言われたよ

うに住宅新築、リフォームに対しても後発自治

体でありましたと言われましたけども、別に後

発とか先行とかということではなくて、やはり

他市がやったから私たちもやらなければならな

いというものはそんなに重要性、重大ではない

のかなと私は思っているんで、ただやはり足並

みをそろえていきたいという気持ちはそれはも

ちろんあってしかるべきだと思いますけども、

何がそうした場合によって市民にプラスになる

か、歓迎されるかということのほうが大事であ

って、このたびも定住促進の条例が出ておるわ

けで、外から入ってこられた方には金額あげま

すよと、やっぱりそういう政策が出て、それは

それで評価をするんでありますけれども、やは

り他市の、あるいは他町村がこれぐらいの金額

だから私たちもそれぐらいの金額を補助金とし

て出すというのでは私は、十分なんですけども、

十二分にするには何かそこにアイデアがあった

りプラスがあったりしたほうが楽しいし、長井

市の活力にもなるんではないかなと私個人的に

今思ってるわけで、同じ100万円を使ってもら

うというのでなくて、そこに極端な話にします

と100万円を買い物券とか、あるいは長井市で

使えるクーポン券のようなもので長井市の産業、

商業というんですか、そういう活力までも考え

た政策がとれないものかなと私は思ってます。

住宅にしても、リフォームにしてもやはり金だ

けでなくて、違った形で長井市の活力を生み出

す政策ができないものかなと考えておりますけ

ども、その点についての見解をお願いします。 

○小関勝助議長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 町田議員がおっしゃったような

発想というのは、非常に重要だと思います。余

り表現はよくないかもしれませんけども、今の

人口がどんどん減ってきますと、いい政策をお

互い切磋琢磨しながら競争するというのがもう

これからの姿だと思います。私どもでは今もで

きなくているんですが、例えば具体的に隣町で

今から三、四年前ぐらいでしょうかね、子育て

支援世帯に新築の戸建てを１万円ぐらいで貸す

ということで、長井市内から聞いたところです

と５世帯ぐらい、子供も含めれば数十人移った

とかいう話を聞いています。それはすごいこと

やってるなと、残念ながらうちはまねできない

なとは思ってましたけども、ただ、いい政策は

私どもも、別にほかのまちから引き抜こうなん

ていうことじゃなくて、これやっていくべきだ

なというふうに思っております。 

 あと広域連携で例えばうちとしては、やっぱ

り長井市は水が豊富で、周りのまちはなかなか

大変だということから水道事業広域でやりませ

んかと県のほうに間に入ってもらって、かなり

丁寧に丁寧にお願いした経過があるんですが、

結局断られました。今どういうことなさってる

かというと、長井市の境界境のところでボーリ

ングしたいとか、やっぱり自前でやりたいんだ

ろうなというところもありまして、そこは尊重

しながらも、やっぱり私どもはお互いさまだな

ということで、これからもそういったことがお

互いに協力し合っていい地域にしなきゃいけな

いと思います。 
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○小関勝助議長 10番、町田義昭議員。 

○１０番 町田義昭議員 やはり各自治体が、言

葉悪いんですが、張り合うということも非常に

大事なことでありますし、同時にやはり心を打

ち明けていくという作業も一緒にしていく時期

に来ているんでしょうねと私は思っています。

ましてや間違いなく人口は減ってくるわけであ

りますので、この行革というものだけは忘れな

いで進めてほしいなと、そんなふうに思います。 

 特にこれからさまざまな話を聞いている中で、

今後、文化会館の改築等いろんなものが出てく

ると思いますけども、文化芸術に関してやはり

長井だけのエリアで議論するというものでない。

何か飯豊町さんあるいは白鷹町さんなども同じ

悩みを持ってんのじゃないかなと、そんなよう

に今思ったりもしておりますので、長井の文化

会館がどういう姿になるのかというのは、それ

はわかりませんけども、やはり一つ一つの自治

体の役割と個性があると思いますので、そうい

う協力関係というものをぜひ持っていただいて

今後の議論を進めていく糧にしていただきたい

なと、そんなふうに思っているんですけども、

その点についていかがでしょうか。 

○小関勝助議長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 全く町田議員と私も同感で、公

共施設の整備をする際もいろんな議論の中でも

お話ししておりますが、一つの市や町でフルセ

ットで持つ必要はないだろうと思います。です

から例えばスポーツ施設なんかも私どもでは白

鷹町さんみたいな人工芝のサッカー場ないわけ

ですね。あとは米沢市みたいにもう２面もない。

ただ、例えば陸上競技場は、西置賜で３種とい

うのはないんですね。ですからそういった意味

で広域でじゃあ、うちはやろうと。そのかわり

ソフトボールのいろんなものは白鷹町がすごい

わけですね。テニスコートも。あと飯豊町さん

は飯豊町さんでいいものがある。また、川西町

は川西町である。そういうお互いさまだなと。 

 そういった意味では文化施設については、実

は最初白鷹町長さんから長井市で建てるときは

うちも協力するから一緒に使えるようにするん

べねと、こういうふうに言っていただきまして、

その後、飯豊町と小国町さんにも声をかけまし

た。どういう経過か教えてほしいと。場合によ

っては協力しますよということを言っていただ

いてますが、そういう意味では広域で文化会館

なんか特にやらなきゃいけないと思います。 

 ただし、その際にやっぱり文化会館、郊外に

出るというのもなかなか難しいんじゃないかと。

今度また郊外に出ることによってまちの中が衰

退しますし、そういったところも含めてこの辺

はそういうふうに言っていただいてますんで、

いろいろ話しながら、どういう形がいいのか、

ぜひこれ一つの例として、施設なんかも広域で

使えるようなそういった取り組み、協力体制が

必要だと思います。 

○小関勝助議長 10番、町田義昭議員。 

○１０番 町田義昭議員 ぜひそうした進め方を

していただきたいなと思います。切りがなくな

ってきてしまうわけでございますので、この辺

でこの定住自立圏というか、少しでもエリアを

広げながらできるものから手をかけていくとい

う考え方をしっかり持ってこれからも進めてい

ただきたいなと、そういうふうにお願いをする

次第でございます。 

 次に、エアコン設置でありますけども、正直

言って文教委員会でこの話を聞いたときは私は

びっくりしたんですけども、私の持論は、ずっ

と学んでいる児童生徒たちに少しでも環境のい

いところでさせてあげられたらなというような

ことで、よく学校訪問したりすると私たちが息

もつけないようなところで頑張っておるという

ような状況でしたので、一教室に小さな扇風機

が優しく回ってるという感じでしたので、いま

一つつけてあげられたらどうですかねなんてい

う話をやってきましたんですけども、なかなか
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できない状態であったものが、たった市長の一

言でそれが、いいことですから、すごいんだな

と思ったんですけども、ただ、県内の状況をや

っぱり私は確認したかったので、今、教育長か

ら話をしていただいて、ここの部分については

もう県内トップになるんだなというようなこと

で正直びっくりしながら、すごいんだなと、あ

りがたいなと、そういうふうに今思っています。 

 ただ、やはり２年間でやっちゃうということ

になるわけでありますので、今発注したから全

部商品がそろうとか、いろんなこと確実性に乏

しい部分もあると思うんですよね。そうした際

に先ほども私はあえて保護者の理解と申しまし

たのは、３年とかそういうふうにまたがって設

置をしなければいけない状況になったときには、

やはり学校教育の基本は平等性ですから、そこ

を確かなものとしてのクリアをしていってほし

いなと、そう思ったんです。やはり２年で、１

年の差だったら何とか精神的なクリアできると

思いますけども、３年、４年、それはこちらの

都合で延びてしまったという場合には、これは

当事者は子供さんたちでございますので、そこ

はやっぱり気を使わなきゃいけないんじゃない

かなと、そんなふうに思ったところです。 

 そうした場合に、余りいいたとえじゃないん

ですけども、３年、４年というこちらの事情で

工事が延びてしまうというようなときに工事を

したところから稼働してしまうのか、その辺を

ちょっと確認したいなと。私的にはそういう状

況になったら稼働というものを平準化と、平等

に近づけていく作業をしていかなければならな

いのじゃないかなと思ってるんですけど、その

点について教育長、いかがでしょうか。 

○小関勝助議長 加藤芳秀教育長。 

○加藤芳秀教育長 ちょっとそこまで私も考えて

なかったんですけども、今、町田議員から提案

をいただいて、両方の立場に立ってやっぱり考

えなきゃなんないなというふうに思ってます。

一つは、まだ工事が進まなくて待たなければな

らないそこの保護者にもちろん丁寧に説明する、

そこまでは私考えておりましたけども、ちょっ

とそちらが遅れてるので少しスイッチを入れる

のを我慢して、そろえて一斉にというようなこ

とでの理解ということになると、またここも一

つ大きなクリアしなきゃならない問題がありま

すので、即答はなかなかできないようなところ

がありますが、ただ、やっぱり平等性というこ

とも非常に大事なことでありますので、できる

だけ１年以内のところで何とかまず工事につい

ては努力していきたいということと、もしその

ような見通しが早目に立った段階で教育委員会

の中で検討させていただいて、そしてそのよう

な状況になったときには一シーズン待ってもら

ってということも選択肢の中にはあるのかなと

思います。 

 ただ、なかなかそうなると、いや、スイッチ

入れれば冷えるのになというところを我慢して

いただくのと、ないから我慢するのとまた重み

が違うのかな、なんていう感じもしますので、

非常に難しいご質問だなと思いますけども、平

等性と果たして目の前の子供ができたところか

ら進めていくというのが大事なのか、非常に迷

うところでありますけど、私個人としては使え

るものから使っていくべきでないかなというふ

うに考えてるところであります。 

○小関勝助議長 10番、町田義昭議員。 

○１０番 町田義昭議員 それは教育委員会では

当局の判断で結構だと思いますけども、そうい

うふうな状況になるにしてもやはり子供さんと

か保護者の理解というか、説明をきちっとして

進めていただきたいなと、そういうふうに思い

ます。本当にここは何年もかかったりしないよ

うにしていくのが今度予算権を持ってる市長の

ほうになると、そういうふうに思いますので、

市長の決意なども、ぜひ待たせない決意をお願

いしたいと、そのように思います。 
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○小関勝助議長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 エアコンの設置工事並びにトイ

レの洋式化あるいは洗浄機つきということにつ

いては、私も町田議員と同じようにできるだけ

平等に同じ時期にすべきだというふうに思って

おりましたが、やはり教育委員会としては多額

のいろんな工事費がかかるので、そこは集中し

ないようにということで配慮されたようです。

そういった意味では大変配慮はありがたいんで

すが、私はぜひ議員おっしゃるように26、遅く

とも27でできるだけ、26年度中は恐らく使えな

いだろうというふうに思ってるんですが、27年

度の夏から使えるように、あとは洗浄機つきト

イレのほうは先行して豊田と西根先なるかもし

れませんが、この辺も全て27年度まで終わるよ

うにしたいというふうに思います。 

 なお、豊田小学校については、米沢養護学校

の分校がこの春から開校して、そこはエアコン

をかけるんだそうですね、夏場。少なくとも豊

田小学校の子供たちは、窓あけていますから、

そうすると室外機の熱と音がわっと入るわけで

すね。いや、これはかわいそうだなというとこ

ろからの発想であります。多分豊田小学校につ

いては間に合わないと思うんですね、分校以外

の子供たちは。でも、そこは我慢してもらおう

ということですんで、あと長井高校も実は３年

生がエアコン設置したんですね。そんなことで、

いや、そういう状況の中なんで子供、小学生、

中学生にもいい環境で勉強させたいということ

が私のまず決意ということになるかと思ってお

ります。 

○小関勝助議長 10番、町田義昭議員。 

○１０番 町田義昭議員 いや、県内の各学校の

エアコンもほとんどついてない状態なわけです

ね。そういう中で、やはり競争が始まってくる

んじゃないかなと、こう単純に思いますね。簡

単に言えば予算の分捕りの状況が出てくるとい

う、そういうところも私は考えますので、ぜひ

ここは市長に頑張っていただくしかないんだろ

うなと、そういうように思いますので、全力で

ご面倒をいただきたいなと、そんなふうに思い

ます。 

 ちょうど時間となりましたので、質問を終わ

らせていただきます。いやいや、ちょっと10分

前にやめようかなと思ったんですけども、超過

してしまいました。ありがとうございます。 

○小関勝助議長 ただいま小関秀一議員が出席さ

れましたので、ご報告申し上げます。 

 

 

 髙橋孝夫議員の質問 

 

 

○小関勝助議長 次に、順位９番、議席番号14番、

髙橋孝夫議員。 

  （14番髙橋孝夫議員登壇） 

○１４番 髙橋孝夫議員 私は、市民生活の向上

を願いながら一般質問を行います。 

 通告をしております２点について質問申し上

げますので、明快な答弁をいただきますように

お願いをしておきたいと思います。 

 質問の第１は、施政方針についてです。 

 ２月28日に、平成26年度施政方針が示されま

した。 

 市制施行60周年に当たり、期せずして第５次

総合計画の初年度を迎えることしのまちづくり

の施策がちりばめられた施政方針は、さまざま

な行政課題に対応する事業や施策が多く、さな

がらおもちゃ箱をひっくり返したような感じを

受けたところです。 

 私は、施政方針で触れられている20歳から39

歳までの国民健康保険加入者への健診率向上の

ための受診券を配付をすること、臨床心理士に

よる育児相談体制を整えること、本年６月から

は、中学生の外来診療までを対象とした医療費

助成制度を拡充をすること、福祉事業支援のた




